
念願

里
山
辺
所
縁
の

　
　
歌
の
復
刻
Ｃ
Ｄ
が
完
成
‼

氏
子
の
心
意
気
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

“
力
を
合
せ
て

お
ね
が
い
し
ま
す
ぞ
え
ー
”

林
公
民
館
長　

横
山
　
金
生

● 林町会 ●

わが町紹介

継
続
は

 

町
会
の
力
な
り

　

里
山
辺
所
縁
の
歌

              

復
刻
事
業
に
寄
せ
て　

　

今
、
故
郷
の
自
然
と
文
化
、

風
土
を
次
世
代
に
継
承
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
事
が
と
て
も
大
切

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
里
山
辺
を
将
来
に
渡
り
、

よ
り
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
に
、
地
域
の
課
題
や
活
性
化
に

向
け
た
取
組
み
を
展
開
す
る
に
当

た
り
、「
里
山
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
に
、
郷
土

の
風
土
や
歴
史
・
文
化
等
を
映
し

て
い
る
、
里
山
辺
所
縁
の
歌
に
焦

点
を
当
て
、
故
郷
の
魅
力
を
見
直

し
、
更
に
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
有
意

義
で
あ
る
と
考
え
、
里
山
辺
所
縁

の
歌
の
復
刻
C
D
化
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
里
山
辺
に
は
「
ふ
る
さ

と
の
歌
」
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
地
域
が
歌
の
舞

台
に
な
っ
て
い
る
と
共
に
、
人
々

に
親
し
ま
れ
、
各
地
の
風
景
や

特
色
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

私
は
、「
地
域
づ
く
り
と
は
美

味
し
い
お
に
ぎ
り
に
似
て
い
る
」

と
思
い
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
は

沢
山
の
米
粒
が
寄
せ
集
ま
り
、

し
か
も
一
粒
一
粒
が
光
り
輝
き
、

美
味
し
い
お
に
ぎ
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
達
が
暮
ら
す
地
域
も
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
々
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
り
、
地

域
は
一
つ
の
お
に
ぎ
り
で
す
。

　

人
々
の
心
を
つ
な
ぐ
接
着
剤

的
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
？
人
々

に
歌
い
継
が
れ
て
来
た
故
郷
の

歌
の
復
刻
こ
そ
、
人
々
を
結
び

付
け
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま

し
た
。「
ふ
る
さ
と
の
歌
は
心
の

歌
」
と
し
て
、
人
々
の
心
の
中

に
生
き
続
い
て
い
け
ま
す
。
歌

に
込
め
ら
れ
て
い
る
想
い
や
そ

の
背
景
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
、

里
山
辺
の
豊
か
な
文
化
の
創
造

と
、
美
し
い
自
然
、
長
い
歴
史

に
育
ま
れ
た
文
化
を
活
か
し
た

地
域
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
事

を
願
う
も
の
で
し
た
。

　

里
山
辺
所
縁
の
歌
が
広
く

人
々
に
歌
わ
れ
、
親
し
ま
れ
、

里
山
辺
地
区
の
文
化
の
振
興
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に

役
立
つ
事
が
出
来
れ
ば
幸
い
と

思
い
ま
す
。

里
山
辺
所
縁
の
歌
復
刻
事
業
　

　
実
行
委
員
長
　
丸
山
　
祐
弘

　

我
が
町
会
は
、
林
城
址
、
広
澤

寺
、
千
鹿
頭
神
社
が
在
る
歴
史
あ

る
1
8
0
数
戸
の
町
会
で
す
。

　

槍
ヶ
岳
が
見
え
る
数
少
な
い
町

会
と
し
て
マ
ニ
ア
に
は
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

梅
雨
が
明
け
る
7
月
の
第
4
日

曜
日
、
町
会
は
熱
く
燃
え
ま
す
。

大
嵩
崎
を
含
む
4
地
区
対
抗
の
町

内
球
技
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

競
技
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
そ
し

て
一
番
人
気
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

の
4
種
目
。
参
加
者
は
1
0
0
名

を
超
え
、
町
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
今
年
で
39
回
目
を
数
え
ま

す
。
過
去
に
は
松
工
の
グ
ラ
ン
ド

で
町
内
独
自
で
運
動
会
を
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
、
先
人
の
熱
い
思

い
、
伝
統
や
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

試
合
後
の
慰
労
会
も
各
地
区
ご
と

に
行
な
わ
れ
、
小
さ
な
隣
組
的
雰

囲
気
で
盛
り
上
が
り
親
睦
・
絆
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
の
5
月
、
い
よ
い
よ
千
鹿

頭
神
社
の
御
柱
祭
の
里
曳
き
、
建

立
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
林
町
会
の

 

参
加
者
の
声 

～
時
を
越
え
て
～

　

私
が
中
学
校
P
T
A
の
役
員
を

さ
せ
て
頂
い
た
時
の
初
行
事
「
入

学
式
」
で
の
事
。
校
歌
斉
唱
の
時
、

中
学
生
と
共
に
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
て
い
た
諸
先
輩
方
の
歌
わ
れ

る
声
が
私
に
届
き
一
緒
に
校
歌
を

歌
っ
た
事
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

時
の
流
れ
と
共
に
景

色
も
校
舎
も
変
わ
り
ま

し
た
が
、
校
歌
は
時
の

枠
を
外
し
、
皆
で
共
有

で
き
る
素
晴
ら
し
さ
を

教
え
て
く
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

復
活
し
た
里
山
辺
所

縁
の
歌
た
ち
も
、
こ
れ

か
ら
再
び
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
方
々
に
歌
わ
れ
続
け
る
事

で
い
つ
か
必
ず
こ
の
感
動
を
味
あ

わ
せ
て
く
れ
る
歌
に
な
っ
て
く
れ

る
事
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
を
通
じ
年
代
を
越

え
多
く
の
方
々
と
里
山
辺
所
縁
の

歌
を
歌
わ
せ
て

頂
い
た
事
に
、
誕

生
に
関
わ
る
お
話

や
関
わ
っ
て
い
た

方
々
の
想
い
等
を

聞
か
せ
て
頂
い
た

事
に
、
感
動
と
感

謝
で
す
。

西
荒
町
　
　
　

　

栃
本
　
貢

ふるさとの想いが詰まったCD

マレットゴルフ‼今年も大勢参加‼
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世帯数：    5,162 戸
　男　：    5,732 人
　女　：    6,137 人
　計　：  11,869 人

平成28年11月1日現在



◇
11
／
13
　
第
60
回
地
区
卓
球
大
会

◎
総
合

　

優　

勝

　

準
優
勝

　

第
3
位

◎
団
体

　

優　

勝

　

準
優
勝

◎
男
子
個
人

　

優　

勝

　

準
優
勝

◎
女
子
個
人

　

優　

勝

　

準
優
勝

◇
11
／
13

　  

第
37
回
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

優　

勝

　

準
優
勝

　

第
3
位

　

第
4
位

◇
里
山
辺
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

H
28
年
度
秋
季
リ
ー
グ
結
果

　

優　

勝　
　

　

準
優
勝　

  

　

第
3
位　

  

◇
わ
い
わ
い
カ
レ
ー

稲
刈
・
脱
穀
・
大
収
穫
祭

　

10
月
2
日
（
日
）、
5

月
末
に
植
え
た
稲
を
刈

り
、
ハ
ゼ
掛
け
を
し
ま

し
た
。
お
楽
し
み
の
イ

ナ
ゴ
獲
り
は
子
供
達
に

大
好
評
で
し
た
。

　

10
月
16
日
（
日
）、
ハ
ゼ
掛
け
を
し

た
稲
を
脱
穀
し
ま
し
た
。
早
速
収
穫

し
た
お
米
と
ニ
ン
ジ
ン
・
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
使
い
、
カ
レ
ー
を
作
り
大
収
穫

祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

◇
第
59
回
松
本
市
市
民
体
育
大
会

　

10
月
9
日
（
日
）
に
開
催
し
た
大

会
結
果
で
す
。

　

軟
式
野
球
及

び
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
が
雨
の
た
め

中
止
。
卓
球
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
で
熱
戦
。

　

卓
球
競
技
で
は
強
敵
ひ
し
め
く
中
、

見
事
B
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
快
挙
を
達

成
し
ま
し
た
。

◇
第
33
回松本

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

　
11
月
6
日（
日
）、軟
式
野
球
、卓
球
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
5
競
技
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
は
見
事
優
勝
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
は
第
3
位
と
、
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
し
り
と
り
を
し
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
山
で
は
雲

が
下
に
あ
る
よ
う
で
、
触
っ
て
み

た
か
っ
た
。

　

途
中
、
神
社
の
よ
う
な
場
所
が

あ
っ
て
、
石
が
積
ん
で
あ
っ
た
の

で
私
も
石
を
積
ん
だ
。

　

歩
い
て
い
る
と
大
き
な
石
に
文

字
が
刻
ん
で
あ
っ
た
。
私
は
読
め

な
か
っ
た
け
ど
、
大
人
の
人
も
読

め
な
か
っ
た
み
た
い
だ
っ
た
。

　

い
つ
も
と
は
違
う
景
色
だ
っ
た

の
で
、
歩
い
て
楽
し
か
っ
た
。
来

年
は
ど
こ
の
山
に
行
く
か
分
か
ら

な
い
け
ど
、
ま
た
参
加
し
た
い
。

山
辺
小
2
年　

田
中
　
み
の
り

　

秋
の
美
ヶ
原
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
か
ら
の
景
色
は
霧
が

か
か
っ
て
真
っ
白
で
し
た
が
、
バ

ス
か
ら
降
り
る
と
霧
も
晴
れ
、
周

り
の
景
色
が
よ
く
見
え
ま
し
た
。

諏
訪
湖
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
山
が
高
い
か
ら
か
、
下
を
見

る
と
、
雲
が
海
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

山
道
を
歩
い
て
い
る
途
中
、
せ

せ
ら
ぎ
が
あ
り
、
生
き
物
が
い
る

か
見
た
け
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

水
が
透
明
で
き
れ
い
だ
っ
た
の

で
、
逆
に
住
み
に
く
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

石
が
積
ん
で
あ
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
の
で
、
僕
も
一
段
積
み
ま

し
た
。山

辺
小
4
年　

田
中
　
大
介

く
、
色
々
と
分
か
ら
な
い
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
終
わ

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
皆
様
に
は

大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
文
化
委
員
長　

田
垣
　
元
敏

　

第
42
回
里
山
辺
地
区
文
化
祭
及

び
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
10
月
29
・
30
日
の
両
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
文
化
委
員
会
で
は
、
各

町
会
の
皆
様
よ
り
持
ち
寄
ら
れ

た
写
真
・
絵
画
・
書
・
手
工
芸

作
品
な
ど
を
2
日
間
、
作
品
展
示

会
と
し
て
展
示
し
、
来
場
者
に
観

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山

辺
小
学
校
・
山
辺
中
学
校
・
里
山

辺
保
育
園
の
児
童
・
生
徒
・
園
児

さ
ん
の
作
品
も
数
多
く
展
示
し
ま

し
た
。
両
日
の
来
場
者
数
は
約

5
0
0
名
に
達
し
、
興
味
深
く
鑑

賞
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

30
日
に
は
、
朝
8
時
30
分
よ
り

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル
に
お
い
て
ス
テ
ー
ジ
発
表

会
が
開
か
れ
、
小
中
学
生
の
合
唱

や
吹
奏
楽
、
地
元
有
志
に
よ
る
詩

吟
や
太
極
拳
な
ど
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
な

る
里
山
辺
所
縁
の
歌
復
刻
事
業
に

つ
い
て
事
業
の
紹
介
及
び
講
演
会

を
行
う
と
共
に
、
事
業
に
よ
り
復

刻
さ
れ
た
C
D
の
収
録
曲
の
披
露

も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。
出
演
数
は
昨
年
よ
り
若

干
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

分
内
容
の
濃
密
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
本
年
度
の
文
化
委
員
は
ほ

と
ん
ど
の
方
が
新
任
の
委
員
さ
ん

で
、
文
化
祭
も
初
め
て
の
方
が
多

子どもたちの元気な演奏‼

見事優勝‼
卓球代表メンバー

優勝杯奪還‼　
軟式野球代表メンバー

～家族で登った鉢伏山～

秋の 地
区
文
化
祭
を
終
え
て

南
北
小
松

西

小

松

湯

の

原

南
北
小
松

上

金

井

林

Ａ

新

井

Ｂ

藤

井

Ａ

薄

町

Ｂ

下
金
井
東

薄

町

新

井

川
上
正
樹（
兎
川
寺
）

金
宇
恵
一
郎（
湯
の
原
）

倉
田
理
加（
西
小
松
）

金
宇
亜
希
子（
湯
の
原
）
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